特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　６月２３日　３６１号
親子自然観察会　19日に実施　午前9時30分～12時　モンシロチョウやキチョウが乱舞　
先週から梅雨本番の様相が続いてきました。ホタルの集いや川の学校が中止に追い込まれましたが、この土日も雨続きで、6月の屋外イベントでは悪戦苦闘、屋内での雨対策を準備しなければならない状況でした。親子自然観察会もセセラギホールを借り上げておきました。22日は河川レンジャー養成講座初日のスタッフが当っていたので、事前に済ませなければならない観察会のコースの下見は早朝6時前から実施するなど、準備が行き届かず、ぶっつけ本番となりました。9時30分に8人が集合、メール参加の方は時間に来られなかったのでセンター員さんに後をたくして出発、木津川の堤ではモンシロチョウが飛び回っています。堤の下に下りますと、昨年はしっかり手入れがされていた栗やキンカン、枇杷畑は放棄されて荒れ果てていました。それでも立派に美味しい実がなっています。水辺の樋門ではカワセミに出会えるか楽しみにしていましたが、姿を見ることは出来ませんでした。少し進んだキャベツ畑では数十匹のモンシロチョウの乱舞が見事でした。雨上がりのつかの間を楽しんでいるようでした。
2４日　休耕田の復旧地に初植付けします　サツマイモ400本　お越しください

一昨年から休耕田の復旧作業を行ってきました。降り続く雨で遅れていた外周の水抜き溝を掘削して、なんとか体裁が整いました。　
山の斜面からしみ出る水が全体の半分の面積に貯留していました。この状況は少しの雨でも水が溜まり、泥深くて歩けなくなっていました。開墾する当初から外周に溝の掘削が復旧の生命線だとは分かっていました。しかし現実には目の前の雑草が季節の移り変わりに合わせて激しく繁茂するので草の刈り取りに目が奪われ、最も重要な水抜きの溝堀りは背景に押しやられてきました。作付けする種目が決まってやっと排水に気がつきました。ところが特に今年は長雨と雨量の増加で目につく水溜りの浅い上水逃がしでは追いつきません。本格的な排水路無くして広い面積の排水は無理でした。畑の作物サツマイモの植付けとなり大慌てでほぼ外周に排水溝を掘削しました。出来あがった水路には山の斜面から水が激しく吹き出てきます、池の水や上流の水と思われる湧でてくる水等外部からの水を全部排水することが始まりました。出来あがった小さな水路ですがこれで雨が降っても少し安心できるようになりました。実行しなければならないことを手抜きで何とかなるだろうと油断していたのではだめだと、あらためて思いました。昨日耕運機で畝作りを試しますと可能でした。サツマイモの苗を準備して1週間限度になってきました。明日（2４日）の午後畝立てをして植付けます。お手伝いの出来る方、苦労して復旧することが出来た田んぼ、処女地に植え付けをしてみませんか。皆さんのお越しを待っています。
木津川クリーンアップ　4箇所の拠点で実施
19日　9時30分　開橋左岸（6人）山城大橋右岸（6人）流れ橋両岸（7人）一号線橋下右岸（8人）の皆さんがご協力いただきました。昨年と比較して参加者が半減したところもありましたが、参加者総数は27人と昨年より増加しました。拾ったゴミの中では焼肉パーティのコンロや網、火箸、大きく重たい鉄板などおろしたての新品一式がごっそり使い捨てのように　捨てられていました。汚れたものを洗うのが面倒だといわんばかりです。本当にもったいないことです。それが捨ててはいけないところに散乱しているのですから大変な時代に成って来ましたね。この日の午前中に3箇所のクリーンアップ作業と親子自然観察会が開催されました。午後からは国道1号線の橋下の両岸での清掃も実施しました。ここにはホームページを見て木津川上流の河川レンジャー西さんが　、お手伝いをしますと、立ち寄ってくださいました。4拠点でのクリーンアップと自然観察会を一挙に実施できました。この取組みからの教訓を来年にはしっかり活かしたいと思います。　
水辺のリーダー講習会　22日　午後1時30分～17時30分　里山の会から１０名受講
里山の会では毎年春の親子花見乗船体験、夏の親子魚とりの開催を取り組み、多くの皆さんから水に親しむチャンスだと好評を得てきました。今年から親子川の学校を定期的に開催や水質調査活動など水辺での活動を積極的に取りくんでいます。参加者も多くなっています。こうしたとき水辺のリーダーとしての技術力アップを図りより安全な体制を確保しなくてはなりません。このたび国土交通省淀川河川事務所が開催した水辺の安全講習会に１０名が参加しました。講師は河川レンジャー養成講座実技指導の田中さんで4時間30分間みっちり学習しました。　　
京の七夕まつり　昨年と同じ4商店街から注文が届きました
朱雀二条商店街、島原商店街、西新道商店街、西商店街から昨年と同様の依頼が届きました。島原商店街は7月7日に笹飾りを取り付ける予定です。昨年は3商店街でしたが、途中追加で1箇所が増えました。又、竹を早い目に切り出すと猛暑が続く中、青竹が変色してしまうハプニングが発生して、大慌てで納品日に間に合わすという出来事もありました。今年は昨年の失敗を教訓に注意しながら協力していこうと思います。「京の七夕」への竹の提供を通じて京都市内（商店街）の皆さんと新しい連携が生れ、秋の柿の収穫には大勢の皆さんが来ていただき、又商店街のイベントにもお誘いいただくなど相互の交流も深まりました。
竹の切り出しには多くの方々のご協力をお願いします。保育園や近所の買い物客の皆さんに短冊を書いていただいて飾り付けにされるので1週間前（作業は7月末になります）が納品予定となります。その節にはよろしくお願いします。
オオムラサキ成虫調査に御参加下さい　お待ちしています。　２６日　9時30分集合です
ここ数年夏の観察会でオオムラサキを発見出来ていません。冬には幼虫31匹を発見しています。クヌギの樹液の出ているところが見つからず苦戦をしてきました。バナナに加えて今年は少し工夫をしてみました。うまく機能すればきっと出会えると思います。25日に実施します、集合は普賢寺小学校前9時30分です。18日大村さんが畑で目の前に止まり、携帯電話で撮影しました。

第15回里山講演会　講師決まる
正しく知って、正しく怖がり、正しく対処しよう

8月28日（日）午後1時30分より　京田辺市社会福祉センター

福島原子力発電所で何が起きているか　京都南部では大丈夫か？
皆さんの質問にもお答えいただきます。多くの方々のお越しをお待ちしています。

講師　市川章人 氏　府立高校非常勤講師　（京都大学理学部　原子物理学専攻）
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/


















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

